
インフルエンザなど感染症対策などにおける 
プラズマオゾン発生器使用時のオゾン濃度と適正空間について 

 

まずは、先の東北地方太平洋沖地震におかれまして被災された皆様へ、心よりお悔やみとお見舞

いを申し上げます。 

いまだに多くの避難所で電気やガス、水道などのライフラインが復旧していない 

そんな避難所では、寒いために換気をあまりできない状態です。密閉された空間に多くの被災者の

方たちが共同で過ごしているため、インフルエンザなどの感染症が流行ってきています。 

 

インフルエンザなどの浮遊菌による感染症の対策として 

 

１、換気をする 

２、マスクなどで防御する 

３、除菌をする 

 

除菌をするのに一番最適な方法は？ 

 

空気清浄機が一番でしょうか？いいえ、オゾンが最適です。 

 

空気清浄機の特徴 

 

空気清浄機の多くは、空気中のチリや埃をフィルターにて吸着するのが得意。脱臭に関しては活性

炭入りフィルターが用いられますが、寿命が短くこまめに交換しないとかえって、悪臭をフィルタ

ーから撒き散らすことになる。殺菌に関してはマイナスイオンや××クラスターイオンなる造語を

謳っているものが多いがその効果はあまり期待できない。 

 

プラズマオゾン発生器の特徴 

 

プラズマオゾン発生装置は、チリや埃を吸着するフィルターは無いので集塵は期待できない。脱臭

は悪臭のにおいの原因物質を元から分解するので得意。殺菌に関しては同じく細菌そのものを死滅

させる力が非常に大きい。表１は一般的な空気清浄機とプラズマオゾン発生器の除菌力の比較を第

三者機関によりテストした結果です。オゾンが高い除菌力を示しているのがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



なぜ大手家電メーカーは、オゾンを発生する空気清浄機を売り出さないか？ 

 

オゾンは酸素からできているため役目を終えれば酸素に戻り残留しません。そして強い除菌･脱臭

分解力を有しています。しかしオゾンはその効果が強すぎるため厳重な管理が必要とされています。 

一般的には有人時の使用空間内濃度は 0.1ppm（ppm とは濃度の単位） とされています。（図参照） 

 

大手家電メーカーはオゾンを発生させる製品を作る技術は持ち合わせています。しかし、その濃度

管理が一般消費者の方たちの手に委ねられた場合、適正な濃度のオゾンの環境での使用に対するオ

ペレーションが行き届かない不安から製造していません。 

 

オゾンは悪者でしょうか？ 

 

いえ違います。オゾンは通常の大気中にも存在していて、空気の自浄洗浄作用（殺菌・脱臭）とい

う大きな仕事をしています。その濃度は通常の大気で 0.005ppm、日差しの強い海岸などでは 0.03

～0.06ppm、森林では 0.05～0.1ppm の濃度があります。森林浴の香りは弱いオゾンの臭いなので

す。もしも空気中にオゾンがゼロであったならばどうなるでしょう？菌の繁殖、公害の原因物質の

増加になり、感染症などが蔓延してしまいます。 

薬のように、適量に服用すれば善でも、大量に服用すれば悪になるのと一緒です。 

オゾン発生器はまだまだ、オペレーションが必要な機械だといえます。 

 

オゾン発生器の濃度を自動で制御してくれる、新発売の濃度計付きプラズマオゾン発生器もありま

す。詳しくはこちらクリック。ＹＳ１１ＤＫＳ 

http://www.ozon-uv.com/pdf/ys11dks.pdf 

 

 



オゾン濃度の計算方法 

 

オゾンをうまく利用するためにはその機器を運転したときのその空間のオゾン濃度がどれくらい

になるかを計算する必要があります。 

以下の式によって示されます。 

オゾン濃度（ppm）＝オゾン発生量（ｇ／ｈ）÷容積（㎥）×467 

オゾン濃度（ppm）は空間での濃度です。（地震に例えると震度） 

オゾン発生量（ｇ／ｈ）は一時間に何グラムのオゾンを生成する能力。（地震に例えるとマグネチュード） 

 
例） 

ＹＳ１１ＤＫ（オゾン発生量 0.05ｇ／ｈ）を 230 ㎥のお部屋で連続運転した場合、到達する最高

オゾン濃度は？ 

0.05 ÷ 230 × 467 ＝ 0.1014791（ppm） 

上記の例の場合、機器を運転してＭＡＸの空間濃度は約 0.1ppm となります。 

ただし、空気中にチリや埃、浮遊菌、臭気があったり、高温、高湿度の場合は計算値よりも少なく

なります。（計算値の 50～70％が実際の数値なので 0.05～0.07ppm） 

 

ではこの機器を車の中で使用したらどうなるでしょうか？ 

車の中の容積を 3 ㎥とした場合、到達する最高オゾン濃度は？ 

0.05 ÷ 3 × 467 ＝7.7833022（ppm） 

上記の場合、機器を運転してＭＡＸの空間濃度は約 7.7ppm となります。この濃度は有人時の許容

濃度 0.1ppm を大きく上回っているため、無人での運転が望ましいということになります。 

 

 

 

 

 



以下は、使用空間に適したプラズマオゾン発生器の選定に関する早見表です。老人ホームなどの有

人時と食品加工工場などの夜間の無人時に強力除菌を行なう場合とで機種選定が異なってくるの

が解かると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



オゾン殺菌での効果判定はＣＴ値によって行なう 

 

上記の表にＣＴ値というものあります。CT 値とは、殺菌・不活性効果を示す指標として国際的に

認められている値であり、Ｃ＝濃度(ppm) T＝時間(min)として、この数値を掛け合わせた数値と

なります。 

 

標準ＣＴ値を以下に示す。 

 
オゾンガス除菌データ 各検証機関 1. 2.3.4.5：昭和薬科大学微生物研究室 6：北里大学ウイルス科 7：総務省  
8：ビジョンバイオ株式会社 3.9.10：財団法人日本食品分析センター 11：岡山工業技術センター  
12：和歌山市消防本部試験結果 

 
ノロウイルスを除いて、多くの細菌がＣＴ値 60 でほぼ 99.9％の確率で死滅しているのがわかる。

例えばオゾンガス濃度１ｐｐｍの空間で 60 分間のＣＴ値は以下のように 60ＣＴなので、６０分間

で除菌がほぼ完了するといえる。 

1ppm × 60 分 ＝ ＣＴ値 60（ppm･min） 

 
株式会社ワイズカンパニー 

http://www.ozon-uv.com/ 


